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　どころ茨城名産のコシヒカ
リを使ったポン菓子づくり
を体験。空気の重さ実験と

減圧実験を通して、空気と水の性質
を学んだ。勢いよく空き缶がつぶれ
る減圧の実験では、成功した子ども
たちの感嘆の声が教室中に響きわ
たった。空気と水の特性を生かした
ポン菓子づくりでは、地元産のお米
でつくったポン菓子をルーペで覗き、
お米が変化した様子を観察した。
　子どもたちは「理科がもっと好
きになった」「すごく勉強になった」
と初めての体験にうれしそうだ。
比
ひ る ま

留間校長先生は「子どもたちの
探究心がかき立てられたと思いま
す」と述べた。

沖縄
沖縄県糸満市立喜

き ゃ ん

屋武小学校 5・6年生（24名）

炭酸ガス風船で学ぶ
二酸化炭素とサンゴの秘密

 6月27日 7月9日
茨城
茨城県水戸市立城東小学校 5年生（58名）

ポン菓子づくりが分かる！
空気と水の不思議

Making Science
Make Sense 2013

わくわく実験びっくり箱 2013
茨城県と沖縄県を初訪問！

ご当地名物を使った実験に
子どもたちは興味津々
Making Science Make Sense 2013: Workshops in Ibaraki and Okinawa fascinate children 
with experiments using familiar items from the local environment

日本のバイエルでは、持続可能な発展に向けた取り組みのひとつとして、
2003年より「わくわく実験びっくり箱」を実施。
子どもたちに科学の面白さを伝える活動をしている。
2013年は茨城県水戸市立城東小学校と沖縄県糸満市立喜

き ゃ ん

屋武小学校を訪問。
米どころ茨城名産のコシヒカリや、沖縄の子どもたちに馴染みの深いサンゴなど、
ご当地名物を使って実験した。
Bayer in Japan has hosted the Making Science Make Sense program since 2003 
to introduce children to the wonders of science. This year, we conducted workshops 
at two schools in Ibaraki and Okinawa that used items familiar to the kids—Koshihikari rice and coral. 

米 　縄の子どもたちにとって身
近なサンゴ。その性質を
知るため、サンゴに塩酸を

かけて二酸化炭素を発生させる実
験からスタート。二酸化炭素を取り
込むサンゴの性質を学んだ。続く重
曹とレモン汁を使って風船を膨らま
せる炭酸ガス風船の実験では、目
の前の風船があっという間にふくら
む様子に、子どもたちはびっくりし
た表情。最後にサンゴが地球環境
に果たす役割や、自然保護の大切
さについてみんなで考えた。
　子どもたちは積極的に参加し「二
酸化炭素の秘密が分かった」「普段
の実験よりもわくわくした」と笑顔
で感想を述べた。

沖

ふしぎからはじまるサイエンス

「わくわく実験びっくり箱」
小学生を対象に科学の発見や
面白さを伝える体験・質問型
の理科実験教室で、バイエル
の社会貢献プログラムのひと
つ。2003年から毎年全国の
小学校を訪問している。

容器内の空気を抜いて、
水を沸騰させる実験

実験の説明に興味津々

減圧実験をする
子どもたち

ポン菓子を
ルーペで覗く

地元のサンゴ

このきれいな沖縄の海を守る
ために、サンゴはとても重要な
役割を果たしている

一気に風船が
ふくらむ様子に
びっくり！

メインイベント
「メントスコーラの実験」
二酸化炭素が一気に噴き出す！

二酸化炭素（赤い風船）と酸素（白い風船）
で気体の重さ比べ


